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知的な遅れのある子どもへの個別支援の取り組み
―自己表現獲得へ向けて－
吉 川 寿 美
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吉 川 寿 美34
ることが苦手なＢ児の示す言動を不安な気持ちの表れと
してとらえ，その思いを受け止めつつ，行動見本を示す
ことで，身近な大人に援助を求めることができるよう援
助してきた。その結果，安心できる相手に対し，行動問
題という表現ではなく，自分の気持ちを率直に伝えるこ
とが徐々にできるよう変容していった。
今回は，大人との一対一という場面であり，Ｂ児が示
す言動をすぐさま受け止めることが可能であり，Ｂ児に
とっても自分の思いを表現しやすい環境であったため，
行動の変容に繋がったものと思われる。しかし，保育実
践の場では，Ｂ児のように怒って泣き続づける，物を投
げる，あるいは自分を傷つけるような行動は，対象児の
思いや意図とは異なった意味で受け止められたり，その
場その場での対処療法的な対応となってしまう可能性も
ある。また，集団生活においては，年少，年中と学年が
上がるにつれ、周囲の子どもからの注意や批判に繋がっ
ているケースも少なくない。そのため近年，課題となっ
ている二次障害の予防的観点から考えると，幼児期にお
ける集団生活の場での対応が重要であると思われる。そ
れは，子どもにわかりやすい，子どもが困らないような
環境づくりと同時に，本事例のように，対象児自身が，
他者に援助を求めたり思いを伝える手段を獲得できる支
援と，獲得したものを集団生活の中で汎化させていく方
法の検討が今後の課題である。
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